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BelousovIZhavotinskii反応において,一様振動と空間的に伝播する進行波を観測 し,

以下の様な結果を得た｡

(1) 一様振動に関 しては,指示薬 Ferroinが振動周期に大きく影響すること｡

～ ノ■ヽ■.′
(2) 周期菅の温度 T(K)に対する依存性は 10-40oCの温度領域でT-T｡exp仏力)

で表わされ△ -15.7±0.2kcal/molであるO

(3)空間的に伝播する波に関しては比較的波長の長い領域においては,波数 kと周波

数 a,の間には Q,-ak2十Woの関係が成立するO ただLa,Oは一様振動の周波数で

ある｡

遥 些五重 試薬はCe2(SO 4)3 (4×10-3M/e);KBrO3(3･5×10-1M〟 );CH2

(cooH)2 (1･2M/e);H2SO｡(1･5M〝 )の液を等量ずつ 15分間スターラ~で穫拝

し,更に微量 ピペットで計った一定量の Ferroinを加え3分間擾拝 した｡

振動周期の測定にはHe-Neレーザーとシリコン太陽電池との組合せによる色の変化

を検出する方法と,電極を用いて,臭素イオン濃度,セ リウムイオンの酸化還元電位の

測定を合わせて行なったo またシャーレ中の進行波の測定にはモーター ドライブを装備

したカメラにて20-60秒間隔で連癌的に写真撮影を行ない,進行波の波形等を解析す

る場合には,ミクロフォトメータ-を用いて行

なった｡

実験結果 図-1は典型的な周期の温度変化

の様子を示している｡ Ferroin濃度は比較的大

きく4.4×10~4M/Cであり, 通常 ,我々の
=ii::■ウ

測定温度 21℃において,T-150分 お よび

d～T/dTfTt273.15+21--14･5seedeg~1である

ので,一定温度条件での周期測定には試料の温

度 を数時間にわたり±0.1℃ 以下の変化にとど
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図- 1 -様振動の温度依存性
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めて測定した｡

周期は低温になるほど長くなり0℃近 くでは 103秒以上にも達する｡図-1の結果か

らFerroin濃度を他のイオン濃度を一定に保ったまま下げてゆくと,振動周期は徐々に短

くなり,1×10~4M/e以下でほぼ一定の周期一分経度 (21vC)となるO (一般的に言

えば周期は薬品の "疲労"もあり時間変化するが詳細は省 く),更に濃度を小さくして

1×10~5M/e程度にすると逆に周期が長 くなり, Ferroin Oの周期約 2分に近ずく｡

この微量 Ferroinによる急激な周期の変化の機構は現段階で不明であり検討中である｡

図-2,3には,シャーレ中に表われた二次元的進行波の周波数 Q,(-2花/管)と波数

kの関係を図示 してある10)波数が小さい領域では 伽 -ak2+woの関係に従って変化し,

この事実は蔵本,山田らの理論 2)からも予想される｡
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